
公益社団法人日本青年会議所　国際グループ 
グローバルコミュニケーション確立会議

国際社会が抱える課題解決に向け
民間ができる運動を広く発信

社
団
法
人
横
浜
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
、

応
援
す
る
当
企
画
。
今
回
は
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所 

国
際
グ

ル
ー
プ「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
確
立
会
議
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
20
か
国
」。
こ
の
数
字
を
皆
さ
ん
ご

存
知
で
す
か
？

　

こ
れ
は
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
時

に
ア
フ
リ
カ
エ
リ
ア
か
ら
支
援
を
頂
い

た
国
の
数
で
す
。
み
な
さ
ん
は
こ
れ
を

ど
う
感
じ
ま
す
か
？　

こ
れ
ら
の
中
に

は
世
界
最
貧
国
の
一
つ
で
あ
る
マ
リ
を

は
じ
め
と
す
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
お
い
て
は
日

本
よ
り
は
る
か
に
貧
し
い
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
対
象
の
国
々
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
国
々
か
ら

も
日
本
は
支
援
を
頂
け
た
の
で
し
ょ
う

か
？　

そ
れ
は
日
本
が
今
ま
で
に
行

な
っ
て
来
た
数
多
く
の
国
際
貢
献
、
国

際
協
力
の
基
礎
が
あ
り
、
世
界
中
の

仲
間
た
ち
と
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

国
際
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｕ

Ｎ 

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
含
め
た
国
際
社
会
が

抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
運

動
を
多
く
の
国
民
に
拡
げ
、
恒
久
的

世
界
平
和
の
実
現
に
向
け
た
意
識
を

醸
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
確
立
会
議
で
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
に
向
け
意
識
の
向
上
を
図
り
民
間

レ
ベ
ル
ま
で
拡
げ
る
た
め
に
小
学
生
を

対
象
と
し
た
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
知
向
上
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
推
進
を
全
国
で
行
う

と
と
も
に
、
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

に
て
国
際
貢
献
、
国
際
協
力
を
身
近

に
感
じ
て
頂
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
公
益
社
団
法
人
日

本
青
年
会
議
所
に
お
い
て
本
年
度
唯
一

の
「
Ｌ
Ｏ
Ｍ
重
点
依
頼
事
項
」
で
あ
り

ま
す
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｂ
ｕ
ｔ 

Ｎ
ｅ
ｔ
ｓ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
国
の
Ｌ

Ｏ
Ｍ
と
各
地
で
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

自
動
販
売
機
で
の
募
金
、
さ
ら
に
は
今

年
か
ら
の
試
み
で
あ
り
ま
すJust　

Giving　

Japan 

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
基
金
）、
ま

た
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
皆
様
か
ら
の
大
切
な
募

金
に
よ
り
、
マ
ラ
リ
ア
感
染
の
脅
威
か

ら
ア
フ
リ
カ
の
人
び
と
の
命
を
助
け
る

運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
７
月
25
日
～
27
日
の
期

間
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
行
わ
れ
る
Ｊ

Ｃ
Ｉ
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｊ
Ｃ
Ｉ
が
国
連
を
通
し
て
行
う
世
界

平
和
に
向
け
た
国
際
貢
献
事
業
の
現

状
を
把
握
し
意
識
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
同
時
に
、
次
世
代
の
民
間
外
交

を
進
め
て
行
く
未
来
志
向
な
担
い
手

の
育
成
の
た
め
に
Ｊ
Ｃ
Ｉ 
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

少
年
少
女
国
連
大
使
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
開
催
し
、
日
本
の
子
供
た
ち
が
世
界

の
現
状
や
問
題
点
を
学
び
こ
れ
か
ら
の

Liaison
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日本ＪＣ交流委員会がお送りする
出向者応援新聞

出向者応援企画
　　　　Vol.4

［リエゾン］

Liaison（リエゾン）とは、ある地点や音をつなぐもの、またつなぐことによって新たに
生まれるものを意味する仏語。横浜ＪＣと出向者をつなぐ新聞という意味で名付けました。［ ］

世
界
に
つ
い
て
学
び
、
活
動
の
土
台
を

育
成
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
Ｊ
Ｃ
Ｉ
と
協
力
し

て
取
り
組
む
運
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
国
連
と
連
携
し
て
き
た
活
動

の
発
表
を
、
全
国
大
会
に
て
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

国
際
協
力
は
決
し
て
遠
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
会
議
体
が
行
っ
て
い

る
事
業
を
通
し
て
も
実
現
で
き
る
身

近
な
も
の
で
す
。「
世
界
は
一
つ
」。
昨

年
の
震
災
を
受
け
て
皆
さ
ん
は
こ
の
こ

と
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。
世
界
の
貧

し
さ
、
不
幸
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め

に
国
際
貢
献
し
「
一
つ
の
世
界
」
で
み

ん
な
が
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る

た
め
に
今
後
も
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
ａ
ｙ
ｃ
ｅ
ｅ
川
柳

移
動
距
離

世
界
め
ぐ
っ
て

は
や
５
周	

稲
葉
崇
浩

ア
フ
リ
カ
の

子
供
を
思
い

ジ
ュ
ー
ス
飲
む	

荒
井
敬
之

稲
葉
議
長

マ
イ
ル
で
家
を

建
て
る
ら
し
い	

櫻
井
正
明

蚊
帳
の
夜

救
え
る
命

ア
フ
リ
カ
に	

下
山 

進

も
う
飽
き
た

口
説
き
文
句
の

「
想
い
出
づ
く
り
」	 

宇
山
知
成

海
外
に

行
か
な
い
け
れ
ど

グ
ロ
ー
バ
ル	

阿
部
哲
也

 

サ
マ
コ
ン
で

知
る
こ
と
だ
け
で
も

国
際
協
力	

吉
永
将
也

自
販
機
を

設
置
す
る
だ
け
で

人
助
け	

星
野
信
一

グ
ロ
ー
バ
ル
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

関
係
な
い
ぜ 

人
間
だ
も
の	

實
方
秀
人

国
連
と

世
界
を
舞
台
に

ひ
と
づ
く
り	

三
品
智
史



　

６
月
７
日
〜
10
日
、
香
港
の
地
で
Ａ
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
と

は
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
エ
リ
ア
の
各

国
青
年
会
議
所
会
員
が
集
ま
る
会
議
。
毎

年
開
催
地
を
変
え
、
諸
問
題
に
つ
い
て
の

解
決
策
や
、
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
の
討

議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
人
種
、
国
籍
の
壁
を

超
え
た
交
流
の
場
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。
我
々
横
浜

青
年
会
議
所
か
ら
も
、
80

名
以
上
の
メ
ン
バ
ー
が
参

加
。
近
年
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ

の
中
で
は
、
か
な
り
の
参

加
人
数
で
あ
る
。

　

具
志
堅
委
員
長
率
い
る

Ｊ
Ｃ
Ｉ
交
流
委
員
会
が
、

４
度
の
現
地
調
査
を
重

ね
、
我
々
を
ア
テ
ン
ド
。

９
日
の
土
曜
日
に
開
か
れ

た
Ｌ
Ｏ
Ｍ
ラ
ン
チ
ョ
ン
は
、
香
港
の
繁
華

街　

尖
沙
咀
（
チ
ム
サ
ア
チ
ョ
イ
）
に
あ

る
高
級
広
東
料
理「
王
子
飯
店
」で
行
わ
れ
、

お
い
し
い
料
理
と
お
酒
で
楽
し
い
時
間
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
確
立
会
議
へ
議
長

と
し
て
出
向
し
て
い

る
稲
葉
崇
浩
君
も
駆

け
つ
け
、
挨
拶
し
た
。

　

同
日
21
時
か
ら
は

Ｌ
ホ
テ
ル
に
て
ジ
ャ

パ
ン
ナ
イ
ト
を
開
催
。

井
川
会
頭
の
挨
拶
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
日

本
か
ら
来
た
多
く
の

Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
出
店
ブ
ー

ス
が
並
び
、
外
国
人

で
賑
わ
っ
た
。
横
浜

青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ

Ｉ
交
流
委
員
会
）
で
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Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
香
港
大
会
に
横
浜
か
ら
80
名
以
上
が
参
加 

　来る 7 月 7 日（土）〜８日（日）、「友好ＪＣ共同事業被災地支援・視察スタディー
ツアー」を開催します。
　この事業は（社）横浜青年会議所と（一社）神戸青年会議所が共に立案し、（公社）
仙台青年会議所、（社）気仙沼青年会議所、（社）石巻青年会議所のご協力を得て実現
した共同プロジェクト。ＬＯＭ間の交流を図りながら、被災地支援に繋がる仕組みを
考えるツアーです。
　ＪＣメンバーの企業訪問などのプログラムを通して、視察先の人々とツアー参加者
間で “ 顔の見える関係 ” を構築し、意見交換の場も設けます。今回の事業をモデルケー
スとし、以後全国各地の青年会議所からの参画により継続的な支援の輪を拡げるため
の新たな試みと致します。
　さらに４月例会で町長にご講演いただいた、南三陸町役場仮庁舎を訪問し、町内の
ご案内をしていただくことになりました。
　参加希望の方は、日本ＪＣ交流委員会・北野委員長まで大至急ご連絡を！

■友好ＪＣ共同事業被災地支援・視察スタディーツアー
・開催日時： ２０１２年７月７日（土）～８日（日） １泊２日
・開催場所： 仙台駅発着宮城県各所（気仙沼・南三陸・石巻・女川など）
・費 用： ツアー代金：２７，０００円程度（仙台駅発着）
　　　　 バス代、宿泊代、保険代含
※上記に加え、仙台までの往復費用（自己手配）が別途かかります。
■ 参加募集人数：２０名程度

　

開
催
ま
で
１
０
０
日
あ
ま
り
と

な
っ
た
第
61
回
全
国
会
員
大
会
北
九

州
大
会
。
今
回
は
大
会
の
舞
台
と
な

る
北
九
州
市
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し

ま
す
。

　

北
九
州
市
は
１
９
６
３
年
に
五
つ

の
市
が
対
等
合
併
し
、
東
京
・
大
阪
・

名
古
屋
・
京
都
・
横
浜
・
神
戸
に
続

く
第
７
の
人
口
百
万
都
市
と
な
っ
た

ビ
ッ
グ
シ
テ
ィ
。
古
く
か
ら
石
炭
、

鉄
鋼
な
ど
の
重
化
学
工
業
で
栄
え
、

は
、「
彩
り
」
の
フ
ェ
イ
ス
ペ
ィ
ン
テ
ィ
ン

グ
と
、
か
き
氷
が
提
供
さ
れ
、
行
列
が
で

き
る
人
気
で
あ
っ
た
。

　

会
議
３
日
目
の
総
会
で
は
、
日
本
が
世

界
に
向
け
て
礼
を
尽
く
す
場
が
も
た
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
の
海
外
支
援
に
対
し

て
、
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

委
員
会
の
藤
田
委
員
長
が
感
謝
の
意
を
表

明
。O

peration hope

の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
に
続
き
、

エ
ジ
ソ
ン
・
Ａ
・
コ
ダ
マ
事
務
総
長
、
稲

葉
議
長
ら
日
本
Ｊ
Ｃ
役
員
が
舞
台
に
一
列

に
並
び
、
深
々
と
頭
を
下
げ
た
。
こ
の
こ

と
は
多
く
の
参
加
者
の
胸
を
う
ち
、
次
々

に
立
ち
上
が
り
、
復
興
に
力
を
注
ぐ
日
本

国
民
に
む
け
て
、
称
賛
と
応
援
の
温
か
い

拍
手
が
贈
ら
れ
、
会
場
を
包
み
こ
ん
だ
。

　

次
回
の
国
際
大
会
は
、
11
月
に
開
催
さ

れ
る
世
界
会
議
台
北
大
会
。
こ
ち
ら
も
是

非
参
加
し
、Ｊ
Ｃ
Ｉ
交
流
委
員
会
メ
ン
バ
ー

と
出
向
者
の
活
躍
を
見
に
行
こ
う
。

（
文
／
森
松
長
治
・
小
林
慶
子
）

特
に
戦
後
は
高
度
経
済
成
長
を
支
え

た
街
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
繁
栄
の
陰
で
公
害
問
題

が
顕
在
化
。
'60
年
代
後
半
〜
'70
年
代

前
半
に
か
け
て
大
気
汚
染
が
深
刻
化

し
、
降
下
ば
い
じ
ん
日
本
一
、
と
い

う
不
名
誉
な
記
録
ま
で
残
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
'70
年
代
中
盤
以
降
、
行
政

と
企
業
は
環
境
と
工
業
の
発
展
を
両

立
す
る
都
市
へ
と
方
向
転
換
。
取
り

友好ＪＣ共同事業 被災地支援・視察スタディーツアー開催！
■ ツアースケジュール
7 月 7 日 ( 土 )
9:45 仙台空港 ( 神戸 JCバス乗車 )
10:15 仙台駅集合・朝礼 (横浜 JC）
10:45 仙台駅出発
(車中開催挨拶、行程説明・自己紹介等 )
12:45 昼食 ( 道の駅かわさき格之進 )
15:15 気仙沼着〜 ( 株 ) カネマ（気仙沼ＪＣ理事

社経営）訪問〜市内視察
16:45 気仙沼発
18:15 南三陸ホテル観洋
18:45 グループディスカッション
20:30 夕食
21:45 交流懇親会
7 月 8 日 ( 日 )
7:00 起床朝食
8:00 おらほのラジオ体操 (ラジオ石巻取材 )
8:30 ホテル出発
9:00 南三陸町役場 (講演及び町内視察 )
11:00 さんさん商店街視察
11:30 南三陸町発
13:00 石巻着 ( 昼食未来郵便制作 (有 ) 飛翔閣 )
14:30 女川着〜 ( 株 ) 高政（石巻ＪＣ監事経営）

訪問〜女川視察
16:00 女川発 ( 車中閉会ご挨拶 )
17:00 仙台駅到着 (横浜 JC終礼・解散 )
18:00 仙台空港 ( 神戸 JC下車 )

北九州全国大会
げんちょー便り

組
み
は
見
事
に
成
功
し
、
か
つ
て
の

青
い
空
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
１
９
８
７
年
に
は
環
境
モ

デ
ル
都
市
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
改
革
の
原
動
力
と
な
っ

た
の
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
市
民
が

公
共
の
た
め
に
尽
く
そ
う
、
と
い
う

「
公
の
精
神
」。
公
害
や
経
済
衰
退
と

の
厳
し
い
戦
い
の
中
で
、
市
民
の
心

に
独
特
の
精
神
性
が
培
わ
れ
た
の
で

し
た
。（
次
号
に
つ
づ
く
…
）


